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ブラック企業雇用問題･サラ金・医療・介護・
年金・税金・教育・子育て・生活保護・地域の要
求。何でもどうぞ！

【日時】奇数月 第３木曜日
 　　 午後２時～４時
【場所】市役所４階 日本共産党控室

無料法律
相談会
専門家が相談に
応じます

※予約が必要です

定
の
速
や
か
な
実
施
を
求
め
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
海

水
温
が
上
昇
し
、
台
風
が
強
大

化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
率
先
し
て
気
候
変
動

枠
組
条
約
の
先
進
を
担
う
べ
き

で
す
。

  

八
千
代
市
の

  

防
災
対
策
を
問
う

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
12

月
議
会
で
４
人
の
市
議
が
分
担

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
質
問
し
ま
し
た
。

　

質
問
・
要
望
の
主
な
も
の
は

以
下
の
通
り
で
す
。

①
情
報
伝
達
手
段
の
改
善

・
防
災
情
報
が
見
や
す
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
す
る
。

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル
の
電
話
応

答
サ
ー
ビ
ス
を
周
知
す
る
。

・
災
害
時
、
市
役
所
の
電
話
が

つ
な
が
ら
な
い
。
改
善
を
。

　

昨
年
秋
、
千
葉
県
は
連
続
し

た
台
風
に
よ
る
強
風
や
豪
雨
に

襲
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
う
け

ま
し
た
。

　

９
月
９
日
。
台
風
15
号
の
暴

風
に
よ
り
千
葉
県
で
大
規
模
な

停
電
が
発
生
。
国
や
県
の
対
応

が
遅
れ
、
復
旧
は
月
末
に
。

　

停
電
対
策
や
自
治
体
間
の
連

携
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
県
の
災

害
対
策
本
部
設
置
の
遅
れ
は
、

重
大
な
問
題
で
す
。

　

10
月
12
日
。
台
風
19
号
。
東

日
本
の
広
範
囲
で
洪
水
。
強
風

と
雨
が
台
風
15
号
の
被
災
者
に

追
い
打
ち
。
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
25
日
。
千
葉
県
で
記
録

的
な
豪
雨
。
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
箇
所

で
土
砂
崩
れ
が
発
生
。
千
葉
県

の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定
は
、

36
・
５
％
で
す
。
警
戒
区
域
指

②
避
難
所
の
改
善

・
避
難
所
は
、
災
害
種
別
ご
と

に
Ａ
、
Ｂ
と
分
け
て
い
る
が
、

市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
に
く

い
の
で
改
善
を
。

・
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・

勝
田
台
小
学
校
の
ト
イ
レ
を

使
用
し
や
す
く
。

・
避
難
所
と
な
る
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
。

③
土
砂
災
害
警
戒
区
域
対
策

・
指
定
を
急
ぐ
と
共
に
該
当
す

　

教
員
の
長
時
間
労
働
は
あ
ま

り
に
も
深
刻
で
す
。
全
国
で
は

精
神
疾
患
の
患
者
が
五
千
人
も

お
り
、
過
労
死
も
多
発
し
て
い

ま
す
。
労
働
環
境
の
改
善
が
急

が
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
文
科
省
は
学
校
に

は
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
る
と

し
て
、
繁
忙
期
に
は
９
～
10
時

間
も
勤
務
さ
せ
る
「
変
形
労
働

時
間
制
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
残
業
時
間
が

短
く
な
っ
た
よ
う
に
見
せ
か
け

る
も
の
で
す
。
過
重
労
働
の
実

態
が
見
え
に
く
く
な
り
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

八
千
代
市
の
教
員
は
、
日
常

的
に
３
時
間
以
上
の
残
業
を
強

い
ら
れ
て
お
り
、
過
労
死
ラ
イ

る
世
帯
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
配
布
す
る

④
長
期
停
電
対
策

・
電
源
車
の
確
保

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
対
す

る
自
家
発
電
設
備
へ
の
補
助

　

１
月
10
日
、
習
志
野
演
習
場

で
、
米
軍
機
か
ら
の
落
下
傘
降

下
訓
練
中
に
隣
接
す
る
習
志
野

高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
隊
員
１
名

が
降
着
す
る
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

習
志
野
演
習
場
は
１
０
０
万

人
近
く
の
住
民
が
暮
ら
す
市
街

習志野駐屯地指令へ申入れ

制
度
を
新
設
す
る
。

⑤
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

・
全
壊
の
場
合
の
支
援
金
を
３

０
０
万
円
か
ら
５
０
０
万
円

へ
の
改
善
を
国
に
要
請
す
る

よ
う
求
め
る
。

ン
（
時
間
外
労
働
月
80
時
間
）

を
超
え
る
教
員
も
多
数
存
在
し

ま
す
。
ま
た
、
未
配
置
教
員
が

12
名
に
も
な
り
、
深
刻
な
状
況

で
す
。「
先
生
を
増
や
し
て
」「
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
を
確

保
し
て
」
「
無
理
難
題
を
押
し
付

け
な
い
で
」
と
悲
痛
な
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
未
配
置
に
は
、
教
員

が
八
千
代
市
に
来
た
が
ら
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

八
千
代
市
の
学
校
現
場
を
教

員
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
働
け

る
職
場
に
改
善
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
未
配
置
問
題
解
決
の

た
め
、
教
育
委
員
会
は
総
力
を

あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　

12
月
市
議
会
に
千
葉
土
建
八

千
代
支
部
か
ら
「
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
の
全
面
救
済
と
建
設

石
綿
被
害
者
補
償
基
金
の
創
設

を
国
に
求
め
る
請
願
」
が
提
出

さ
れ
、
本
会
議
で
22
対
５
の
圧

倒
的
多
数
の
賛
成
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
な
ぜ
か
公
明
党
の
み

が
反
対
し
ま
し
た
。

　

現
行
の
基
金
制
度
で
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
者
が
労
災
保
険

 
過
重
労
働
の
解
決
は
教
員
増
で

 
過
重
労
働
の
解
決
は
教
員
増
で

圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
採
択

建
設
石
綿
被
害
者
救
済
の
請
願

地
に
あ
り
、
悲
惨
な
事
故
に
繋

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
八
千
代
市
議
団

は
、
党
千
葉
県
委
員
会
が
実
施

し
た
、
第
一
空
挺
団
長
兼
習
志

野
駐
屯
地
司
令
へ
の
申
し
入
れ

に
参
加
し
、
落
下
傘
降
下
訓
練

中
の
場
外
降
着
事
故
に
抗
議
し

「
降
下
訓
練
始
め
」
の
中
止
を
求

め
ま
し
た
。

法
や
石
綿
救
済
法
に
よ
っ
て
補

償
（
給
付
）
さ
れ
る
の
は
、
治

療

費
・
休

業

補

償
、
逸

失

利

益
・
葬
祭
料
だ
け
で
、
慰
謝
料

は
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
慰
謝
料
を
償
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
加
害
者
を
相
手
に

裁
判
を
起
こ
す
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
国
の
責
任
で
慰
謝
料
を
含

め
た
一
刻
も
早
い
救
済
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　１月 12 日、陸上自衛隊習

志野演習場で「降下訓練始め」

が実施され、横田基地配備の

米空軍輸送機が初参加しまし

た。

　米軍の参加は、今回で４年

連続、年々規模と陣容が拡大

してきており、日米合同演習

の様相となっています。

　これは平和憲法によって戦

争をしない日本の自衛隊が、

戦争をする米軍と一体で軍事

作戦を実施する体制を強化し

ている現れであり許されない

事です。

米空軍のC-130J

台
風
・
豪
雨
の
教
訓
生
か
し

　
災
害
対
策
の
充
実
を

台
風
・
豪
雨
の
教
訓
生
か
し

　
災
害
対
策
の
充
実
を

習
志
野
演
習
場
で

　
　
　 

落
下
傘
場
外
降
着
事
故

習
志
野
演
習
場
で

　
　
　 

落
下
傘
場
外
降
着
事
故

教
員
の
変
形
労
働
制
反
対

教
員
の
変
形
労
働
制
反
対

降下訓練始め
米空軍が初参加



２０１９年１２月議会
  果結決議るす対に案議発の出提党産共本日・願請・案議な主 　 

日本共産党市議団調べ
○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらず　敬称略

果
結
決
議 賛成数
反対数

日本共産党 市民クラブ 公明党 自由民主党 絆 新未来

野
菅
田
三

口
堀
川
飯
原
伊
田
植 嵐 澤

小
田
澤
村
西
島
花
文
隆
林

下
木
田
正
永
末
川
立
川
緑
東
伊
澤
野
江

塚
大
田
成
彦
利
林

澤
大
本
塚
内
宮
野
河
山
高
口
山

ふれあいプラザの設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例 可決 賛成22反対  5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

指定管理者の指定（市民ギャラリー、中央図
書館、勝田台図書館及び緑が丘図書館） 可決 賛成22反対  5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
建設アスベスト訴訟の全面救済と建設石綿被害者補
償基金の創設を国に働きかける意見書の提出を求め
る請願

採択 賛成22反対  5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東葉高速鉄道の経営安定化に向けた支援に関
わる意見書（新未来などが提出） 否決 賛成  8反対19 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○

木更津駐屯地へのオスプレイ暫定配備をやめ
るよう求める意見書 否決 賛成  5反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

被災者生活再建支援法の抜本的改正を求める
意見書 否決 賛成  5反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成
制度の創設を求める意見書 否決 賛成  5反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

「土砂災害警戒区域」の指定率引き上げと急傾斜地崩
壊対策事業に係る予算を増額するよう求める意見書 否決 賛成  8反対19 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○

　

八
千
代
市
の
公
共
施
設
使
用

料
は
、
10
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
に
と
も
な
い
、
内
税
か
ら
外

税
へ
と
切
り
替
え
て
２
％
分
の

値
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
値
上
げ
を
行
っ
て

い
な
か
っ
た
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

の
施
設
使
用
料
は
、
12
月
議
会

に
「
４
月
か
ら
値
上
げ
」
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
プ
ー
ル
以
外
の
使

用
料
は
２
％
分
の
値
上
げ
な
の

に
プ
ー
ル
使
用
料
は
、
「
大
人
４

０
０
円
か
ら
５
０
０
円
へ
」
２
％

ど
こ
ろ
か
25
％
の
大
幅
値
上
げ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
プ
ー
ル
使
用
料
値
上

げ
は
、
修
繕
費
の
一
部
を
利
用

者
に
負
担
さ
せ
る
た
め
、
プ
ー

ル
の
修
繕
完
了
を
待
っ
て
12
月

議
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
明
ら
か
に
便
乗
値
上
げ
と

言
え
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
市
民

の
健
康
増
進
の
た
め
に
、
さ
ら

に
高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う

　

教
育
委
員
会
は
６
年
前
、
阿

蘇
小
学
校
が
１
０
０
人
程
度
の

小
規
模
校
と
い
う
こ
と
か
ら
、

統
廃
合
方
針
を
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
児
童
数
が
増
加
し
、

統
廃
合
の
根
拠
は
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

阿
蘇
小
学
校
は
、
ず
っ
と
全

学
年
１
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
今

に
と
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

一
昨
年
、
指
定
管
理
者
に
委

託
さ
れ
た
と
は
い
え
公
的
な
施

設
で
す
。
修
繕
に
お
金
が
か

か
っ
た
か
ら
と
値
上
げ
を
す
る

の
は
本
末
転
倒
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
消
費
税
増
税

に
反
対
で
す
が
、
消
費
税
増
税

に
便
乗
し
、
修
繕
費
の
一
部
を

市
民
に
押
し
つ
け
る
こ
と
は
さ

ら
に
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、

こ
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
12
月
の
市
議
選
挙
の

際
、
保
護
者
の
方
か
ら
、
「
八
千

代
台
小
学
校
、
八
千
代
台
東
小

学
校
前
の
歩
道
橋
が
、
地
震
で

倒
れ
な
い
か
心
配
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

早
速
、
現
地
で
の
確
認
を
し

た
と
こ
ろ
、
歩
道
橋
は
錆
び
だ

年
度
の
１
年
生
は
38
人
で
２
ク

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
７

月
の
説
明
会
資
料
で
は
、
阿
蘇

小
学
校
区
域
の
児
童
数
を
５
歳

42
名
、
４
歳
43
名
、
３
歳
46
名
、

と
予
想
し
て
お
り
、
毎
年
２
ク

ラ
ス
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
来
年
度
の

教
室
不
足
対
策
と
し
て
、
図
書

室
を
普
通
教
室
に
改
修
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　

阿
蘇
小
学
校
の
教
育
は
、
読

書
指
導
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

と
り
わ
け
「
周
鄕
文
庫
」（
周
鄕

博
氏
は
阿
蘇
小
校
歌
の
作
詞
者
、

教
育
学
者
で
阿
蘇
小
の
出
身
）

と
名
づ
け
た
コ
ー
ナ
ー
は
阿
蘇

小
の
宝
で
す
。
安
易
に
図
書
室

を
な
く
し
て
子
ど
も
達
に
犠
牲

を
押
し
つ
け
て
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

教
育
委
員
会
は
阿
蘇
小
存
続

を
前
提
に
増
築
の
決
断
を
す
べ

き
で
す
。

直
ち
に
教
室
を
増
築
せ
よ

直
ち
に
教
室
を
増
築
せ
よ

阿
蘇
小
学
校
の
児
童
数
増
加

阿
蘇
小
学
校
の
児
童
数
増
加

阿
蘇
小
学
校
の
児
童
数
増
加

阿
蘇
小
学
校
の
児
童
数
増
加

使
用
料
便
乗
値
上
げ
反
対

使
用
料
便
乗
値
上
げ
反
対

　高齢のため聴覚が衰えて補聴器が必要な方々が増

えています。しかし、補聴器を購入する際に障害者

手帳があれば、補助を受けることができますが、そ

うでない場合は、全額自己負担となります。そのた

め、低所得者の方は購入が困難となり、外出する機

会を失ってしまう方が増えています。

　補聴器があることで、聞こえの不安が解消され外

出する機会が増えます。また健康増進にもつながり、

さらには医療費の削減にもつながります。すでに、

船橋市や浦安市では６５歳以上を対象に行っていま

す。

　八千代市も障害者手帳がなくても補助を行うよう

に要望しましたが、補聴器が必要な高齢者がいるこ

とは認識しているとの答弁にとどまりました。

　また、日本共産党提案の国や県に補聴器の補助制

度を創設するよう求める発議案は、日本共産党市議

団４名と三田登市議が賛成。保守、公明などの反対

で否決されました。

補聴器補助制度の創設を
聴覚の衰えた高齢者支援
補聴器補助制度の創設を
聴覚の衰えた高齢者支援

ら
け
、
鉄
板
に
も
腐
食
に
よ
る

穴
が
開
い
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

昨
年
３
月
議
会
で
、
「
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
改
修
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
の
質
問
に
、
市
当
局

は
、
「
最
優
先
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
改
修
を
急
ぎ
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
、
２
０
１
９
年
度

当
初
予
算
に
、
２
カ
所
分
３
６

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
、
10
月

か
ら
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

あ
る
保
護
者
の
方
か
ら
、
「
こ

れ
で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

歩
道
橋
を
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。」
と
の
感
謝
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
１
月
、
八
千
代
市
を
含

む
沿
線
３
自
治
体
が
長
期
債
務

の
負
担
軽
減
や
利
払
い
の
軽
減

な
ど
の
支
援
を
国
へ
要
望
し
て

か
ら
約
１
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
未
だ
に
回
答
が
無
い
こ
と

に
つ
い
て
、
12
月
議
会
で
質
問

し
ま
し
た
。
答
弁
は
、
「
運
賃
値

下
げ
に
伴
う
経
営
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
を
東
葉
高
速
鉄
道
へ
要

望
し
た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
も
そ
も
関
係
３
自
治
体
が

国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
長

期
債
務
の
負
担
軽
減
や
利
払
い

の
軽
減
が
実
現
す
れ
ば
、
年
25

億
円
も
の
純
利
益
を
繰
り
上
げ

償
還
で
は
な
く
運
賃
引
き
下
げ

に
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

埼
玉
高
速
鉄
道
で
は
子
育
て

世
代
を
沿
線
に
誘
導
し
、
今
後

の
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
経
営
自
立
化
の
た
め

に
２
０
１
８
年
３
月
か
ら
通
学

定
期
の
大
幅
値
下
げ
を
行
い
、

結
果
と
し
て
定
期
利
用
者
の
大

幅
増
と
営
業
収
益
の
増
加
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
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